
系統用蓄電池申込みにおける接続検討に関する回答状況（１５４ｋＶ以上の系統増強工事の要否）について

（ご留意頂きたい事項）
• 本ページに記載の内容は、更新日時点での数千ｋＷ規模の接

続検討の回答状況（系統増強工事※の要否）です。
• 連系規模によっては、個別に増強が必要となる場合があります。
• 本ページは参考情報となりますので、本ページに起因して生じた

損害について、当社は⼀切の責任を負いかねます。
• 本ページの更新や終了にともなうお知らせはいたしません。

２０２６年３月１２日現在

※１５４ｋＶ以上の系統増強工事（工期目安︓５年
程度〜１０年超）

凡例
︓系統増強工事※が必要

︓連系地点によっては、系統増強工事※が必要

︓系統増強工事※は不要

このたび、系統用蓄電池の申込みの急増にともない、接続検討に関する１５４ｋＶ以上の系統増強工事の要否について、以下のとおりお知らせいたします。
本ページでは、１５４ｋＶ以上の系統増強工事の要否について公表しております。事業者さまにおかれましては、お申込みの際の参考情報としてご活用いただき
ますようお願いいたします。
なお、本ページに記載の内容は、更新日時点での状況を掲載しており、今後も随時更新を予定しております。
また、系統状況の変化（系統利用者の契約申込み等）や連系地点・連系規模により、回答内容は変更となる可能性があり、接続検討の回答内容や系統連
系をお約束するものではないことをあらかじめご承知おきいただきますようお願いいたします。



よくあるご質問について

Ｑ１：掲載されているマップの内容について教えてほしい。

Ａ１：マップは更新日時点での各県における接続検討の回答状況（ １５４ｋＶ以上の系統増強工事※の要否）をお示しすることで、
今後、事業者さまが接続検討のお申込みをされた場合に、 １５４ｋＶ以上の系統増強工事が必要となるか否かの見込みを参
考にお知らせしております。ただし、申込時点の系統状況の変化（系統利用者の契約申込み等）や連系地点・連系規模によ
り、実際の接続検討回答内容は変更となる可能性があります。

※１５４ｋＶ以上の系統増強工事の工期目安は、５年程度～１０年超となります。

Q２：「 系統増強工事が必要」となっているエリアは連系できないということですか。

Ａ２：本ページは、連系の可否を示したものではありません。事業者さまの連系にあたり、 １５４ｋＶ以上の系統増強工事の要否を
示しているものです。

Ｑ３：「系統増強工事は不要」となっているエリアはすぐに連系できるということですか。

Ａ３：本ページは、 １５４ｋＶ以上の系統増強工事の要否を示しているものです。 １５４ｋＶ以上の系統増強工事が不要であっても
事業者さまの連系には、アクセス送電線の建設など系統連系に必要な工事が必要となる場合があります。詳細については、
接続検討の中で確認しご回答いたします。

Ｑ４：市町村等の状況は確認できないのですか。

Ａ４：１５４ｋＶ以上の系統増強は、対象が広範囲であることに加え、増強には５年程度～１０年超の工期を要するなど、事業者さま
の事業計画への影響が大きいことから、県単位でその発生状況をお知らせするものです。いずれにしても、連系地点によっ
て接続先系統の状況も異なるため、それら詳細は、接続検討の中で確認しご回答いたします。


